
 日時  
 

場所  de愛ひろば教養室 / オンライン

2021年7月10日（土）
17時 30分～19時 00分

 
参加者 17名　※指定管理者含む 
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今月の市民活動部会では、くさねっ
こカレッジの内容を確認したり、交
流会や視察の目的について話し合い
ました。また、今年続けてきたオン
ライン参加のスタイルについて、意
見交換しました。

～本日のプログラム～
１　各活動部会の報告
２　これからのプログラムの予定
　　・くさねっこカレッジ
　　・若手メンバーの募集について
　　・交流会
３　視察について
４　オンライン参加のスタイルに
　　ついて

これからのプログラムの予定

　事業者活動部会：8/8,21にくさつファーマーズマーケットが開催予定です。
　9/11には、草津まちづくり株式会社主催の健幸フェアが開催されます。
　緑の活動部会：グラッシーの活動に地域情報誌｢ママパスくさつ｣の案内を見
　て来た子育て世代の方々が参加されました。7月27日にはセンサリーツアー
　を実施予定です。

発行日：2021 年 8月 20 日（金）

草津川跡地公園市民活動部会

　指定管理者自主事業：夏休み期間中は、キッチンカーを常設します。場所は他
　のプログラムの実施状況に応じて調整予定です。また、8月末まで、Instagram
　のフォトコンテストも実施中です。

各活動部会の報告トピックス 1

くさねっこカレッジ
勉強会を定期的に実施したいとの意見から、くさねっこ
カレッジを実施します。今年度のくさねっこカレッジは
｢公園を知る｣をテーマに、くさねっこプログラムをして
いる人やこれから活動したい人を対象に実施します。チ
ラシは7月下旬ごろに草津市内各所に配架予定です。



トピックス３

「くさねっこ」は、草津川跡地公園で活動する市
民活動の愛称です。川の跡地にまかれた市民活動
の種が芽吹き、草が根を張るように、つながりが
広がってほしいという想いがこめられています。

「くさねっこ」とは

8月のスケジュール

日時：2021年8月21日（土）17:30~19:00
場所：de愛ひろば教養室・オンライン

市民活動部会（8月）
日時：2021年8月21日（土）14:00~16:00
場所：de愛ひろば教養室
内容：公園の｢植栽｣を知る
講師：山田匡さん
　　　 （ランドスケープアーキテクト/樹木医/公園管理運営士）

くさねっこカレッジ　#1

視察について

トピックス４ オンライン参加のスタイルについて

発行
草津川跡地公園マネジメントパートナーズ
市民活動コーディネーター

MAIL：kusanekko@studio-l.org　TEL ：077-562-5010

〒525-0032 滋賀県草津市大路2丁目4番11号
草津川跡地公園de愛ひろば にぎわい活動棟　

プログラムの相談や活動に関するお問い
合わせはkusanekko@studio-l.orgまで

運営チームのメンバーから視察に行きたいという声が多くあがっていたため、前回の部会に引きつづき視察について話し合いま
した。今回は視察にいった先で何を学びたいかを話し合いました。

今年に入って、市民活動部会はオンラインでの参加方式もとってきました。そこで、これからのオンライン参加について再検討
するために、今回振り返りをおこないました。

若手メンバーの募集について
以前から｢くさねっこに若い人を巻き込みたい｣という課題があったため、くさねっこカレッジを一緒に作り上げていく若手メ
ンバーを募集します。まずは、チーム内での関係性を作り上げていくため、運営チームとは別々に動いていきますが、将来的
には部会のメンバーに入ってもらうことを想定しています。

交流会 7月のプログラム

サポートメンバー募集！

パフォーマー説明会のアンケートや運営チー
ム内で｢やってみたい｣と声があがった交流会
について、実施方法を検討しました。

7月のくさねっこプログラムについてはこちら！

くさねっこプログラム「親子夏祭り」
日時：8月14日（土）16:00～19:00
主催団体：ダンサーズレイク

主催団体から｢お手伝いしたい方がいれば
協力してほしい｣と中川に相談がありました。
お手伝いしたいメンバーは中川まで。

今月からai彩ひろば（区間2）で開催予定のプログ
ラムが登場します。

・晴れていれば参加人数に制限がない屋外で
　実施
・コーヒーを淹れたい（芝原さん）

・シルバー世代とユース世代が一緒に活動しているところ
・市民活動と地域社会（自治会・大学・商店街など）が市民活動と一緒に活動できているところ
・視察後も交流できる関係性をつくりたい。宿場町で上記の活動を実践しているところ
・視察先に関して事前に学べたり、すでに関係性がつくられているところ
  （studio-Lが今まで関わってきたところなど）

・資料は印刷したいので早めにほしい
・できれば現地参加したいが、会場に行けなくてもオンラインでは
　参加できるのが良い
・音声だけ聞けるのでも、参加しないときと得られる情報量が全く
　違うので、オンライン参加の選択肢を残しておくとよい

出てきたアイデア

どういうことを学びたいか

出てきた意見 今後について
・できれば現地参加
・現地に来れない人用にオンラインスタイル
　は残す
・よりよい環境をつくるために試行する
・資料はできるだけ早く送る

目的を踏まえて
視察先と日程を決める

次回話し合うこと

気候のいい秋と春に
実施するのがよいのでは？
（例えば、お花見の時期など）


